
多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書　概要

桑名市
前田・水谷・石本・日本工営都市空間 特定設計・建設工事共同企業体



パース（仮称） 桑名市立多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書

パース

多度の風景と調和し、児童・生徒・地域を育てる「はぐくみの丘」のイメージ多度の風景と調和し、児童・生徒・地域を育てる「はぐくみの丘」のイメージ
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（仮称） 桑名市立多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書 パース

パース

多彩な野外活動の舞台となる「くわなっ子テラス」のイメージ多彩な野外活動の舞台となる「くわなっ子テラス」のイメージ

町に対する顔となる東側外観とメインアプローチ「学びの坂」のイメージ町に対する顔となる東側外観とメインアプローチ「学びの坂」のイメージ

2



（仮称） 桑名市立多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書 パース

パース

多度山や多度川の風景に呼応する有機的なランドスケープの「三本杉の庭」のイメージ多度山や多度川の風景に呼応する有機的なランドスケープの「三本杉の庭」のイメージ
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（仮称） 桑名市立多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書 パース

パース

9 年間の学びを彩る「メディアセンター」のイメージ9年間の学びを彩る「メディアセンター」のイメージ

ワークスペースを教室が囲み、学びが向き合う「学年ユニット」のイメージワークスペースを教室が囲み、学びが向き合う「学年ユニット」のイメージ

主体的な学びを促すフレキシブルな「メディアスペース」のイメージ主体的な学びを促すフレキシブルな「メディアスペース」のイメージ

地域交流・異学年交流の中心となる「多目的フロア」のイメージ地域交流・異学年交流の中心となる「多目的フロア」のイメージ
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（仮称） 桑名市立多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書 パース

パース

子どもたちと地域の交流が生まれる「地域ラウンジ」のイメージ子どもたちと地域の交流が生まれる「地域ラウンジ」のイメージ
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多様な学習を支え、誰もが利用しやすい明解なゾーニング
「学びの坂」から連続する多度の丘を巡るような共用空間
・多度らしさを象徴する「学びの坂」が内部まで連続し、校舎内の共用空間として各諸室
を立体的につなぎます。多度の丘を巡りながら学びに出会う児童･生徒にとって「きっか
け」に溢れた学習環境をつくります。

学校全体がメディアセンターとなる施設構成「メディアストリート」
・学校全体に児童・生徒たちの活動が溢れ出し、9学年を緩やかにつなぐ「メディアスト
リート」を計画します。「学びの坂」から続くストリートには、学年ユニットや特別教室、
ワークスペース（WS）、メディアスペース（MS）、ラウンジなどが配置され、学習意欲向
上、主体的な学習につながる空間として子どもたちの創造性を育みます。
・児童・生徒たちが毎日教室に向かう動線上の「メディアストリート」には大小様々な居
場所をつくります。共用空間はただの廊下ではなく、学習形態や子どもたちの使い方に
応じて日々変化を見せる空間とします。

教材コーナー教材コーナー
児童 ・ 生徒と のコミュニケーションの
場となる ように オープンカウンター形
式のステーションを計画します。廊下内
の一般教室に近い位置に、２学年ごと
に１か所、各階に設置します。

家庭科室 ( 調理）家庭科室 ( 調理）
掲示 ・ 手洗い場、収納棚 ・ 展示
スペースなどを適切に設置しま
す。外部のテラスや地域交流室 ・
ラウンジとの相互利用に配慮した
位置に配置します。「三本杉の
庭」に面して配置することで災害
時の炊き出しなどにも体育館と連
携しやすい計画です。

配膳室・搬入配膳室・搬入
配膳室は EV に隣接し、外部から
安全に出入できる配置とします。
プラットフォームのある搬入エリア
は屋根付きとし、雨天時も利用し
やすい計画です。

掃除用具入・キャビネット保管スペース・
カーテンボックス等
掃除用具入・キャビネット保管スペース・
カーテンボックス等
各教室の設えは安全性 ・ 利便性などに配慮
し、家具や建築、設備と一体的に整備します。

地域交流室（家庭科室と重ね使い）地域交流室（家庭科室と重ね使い）
地域と学校をつなぐ拠点として、動線に配慮
した昇降口に近接した位置に配置します。地
域ラウンジやテラス ・ ピロティ空間と一体的
な利用が可能です。ラウンジ壁面には多度の
歴史 ・ 文化などの展示スペースを設けます。

昇降口（1 - 4）昇降口（1 - 4）
低学年昇降口は大階段に近く、体格差のあ
る児童 ・ 生徒の接触に配慮した 1 階に配置
します。バリアフリーに配慮してバスロータリー
からスロープで往来できる計画とします。

ピロティピロティ
天候などに関係なく体育の授業
や休み時間、部活動、バス待合
に活用できるゆとりある屋外活
動スペースを確保します。

地域と学校がまざりあう「地域ラウンジ」のイメージ地域と学校がまざりあう「地域ラウンジ」のイメージワークスペースを教室が囲む、学びが向き合う「学年ユニット」のイメージワークスペースを教室が囲む、学びが向き合う「学年ユニット」のイメージ

普通教室 普通教室

壁柱を手掛かりに

掲示や展示が可能

子どもの居場所となるスモールスペース

WS

WS

教室の建具をオープンに

することで教室と WSを

一体的に利用可能

市内産竹材を使用した竹スクリーン

ベンチ

木毛セメント板
吸音効果のある

光と風を取り込むハイサイド窓

吹抜けによって

縦の繋がりが生まれる

フレキシブルに利用できる

可動式の家具

壁面掲示

：トイレ・更衣室

1 階平面図
Scale=1/500(A3)

N

［教室種別凡例］
：一般教室・特別支援教室

：特別教室

：図書室・小メディアコーナー

：管理諸室・倉庫

：地域交流室

：配膳室

：廊下

：階段・スロープ

県内産材を活用した
木ルーバー

家庭科室１

地域交流室

学校の歴史展示

低学年用昇降口

ピロティ

地域ラウンジ

地域活動の様子が
２階からも見える

授業や地域活動がしやすい

フレキシブルな家具

地域利用がしやすい家庭科室

地域ラウンジを挟んで

地域交流室の近くに配置

地域と学校を繋ぐ
展示・掲示

大きくてわかりやすい
サイン

МS

各階平面図 - 1 階

平面計画

1．  一般教室
2．  廊下（WS,SS,異学年ラウンジ）
3．  テラス
4．  特別支援教室
5．  家庭科室（調理）
6．  家庭科準備室
7．  地域交流室・家庭科室
8．  地域準備室
9．  小メディアコーナー
10．配膳室
11．更衣室
12．倉庫
13．トイレ
14．教育相談室
15．プラットホーム
16．EV
17．昇降口

1．  一般教室
2．  廊下（WS,SS,異学年ラウンジ）
3．  テラス
4．  特別支援教室
5．  家庭科室（調理）
6．  家庭科準備室
7．  地域交流室・家庭科室
8．  地域準備室
9．  小メディアコーナー
10．配膳室
11．更衣室
12．倉庫
13．トイレ
14．教育相談室
15．プラットホーム
16．EV
17．昇降口
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主体的・創造的な学びを
                 育む居場所づくり

・学校の中心となる位置にメディア
センターや体育館（大・小フロア）多
目的フロア、地域交流室を配置しま
す。児童・生徒の移動を踏まえた日
常的な使い勝手・動線（効率性）を考
慮します。また、昇降口に近接してそ
れらをまとめることで地域開放しや
すい計画とします。

・学校の中心が児童・生徒の活動で賑
わうことで、生活の中で学びの「きっ
かけ」に触れる機会を増やします。見
る・見られるの関係や様々な展示や
活動、異学年交流を通して、効果的に
学びを「発展」させられる学習環境を
つくります。

重ね使いによる効率的な学習環境の整備
・将来の児童・生徒数の変動やカリキュラムの変更に柔軟

に対応できる計画とします。共用空間の一時的な教室空
間への転用や共有化（重ね使い）・多機能化、ICT 教育の
場として多目的な利用が可能な設えを整備する等、様々
な教育活動・学習形態に対応します。

意匠と構造が一体となった豊かな居場所づくり
・構造は壁柱構造です。空間を構成する壁柱はただの

構造ではなく、空間を豊かにつなぎながら居場所を
つくります。

・壁柱には掲示板や学年棚、サインなどを設置し、意
匠と構造が一体的な空間をつくります。

教育相談室
防音性に配慮した上で 4～ 6人程度
が利用できる広さを確保します。

倉庫（階段下）
階段下のスペース
は倉庫収納として
活用します。

音楽室・多目的フロア音楽室・多目的フロア
多目的フロアは総合的な学習等の
発表会 ・ 地域交流の場として、学校
の中心である昇降口正面に配置しま
す。遮音性のある設えとして音楽室
と重ね使いできる設えとします。楽器
などにも対応する十分な収納、クッ
ション性のある床材選定、可動ス
テージ、各種設備機器の整備をする
とともに、遮音性のある移動間仕切
により２室に分けた利用が可能です。

小メディアコーナー小メディアコーナー
低年用のメディアセンターとして書架
などを整備します。

図書室（メディアセンター）図書室（メディアセンター）
日常的な児童 ・生徒の交流の場と
なるように、日常的な動線利用が多
く、学校の中心である昇降口正面に
配置します。二重床の設えとするとと
もに、蔵書数に十分に対応する書架
を配置します。「三本杉の庭」に面し
て開口を設けることで、テラスと一体
的な気持ちの良い空間をつくります。

図書準備室（司書室）図書準備室（司書室）
十分な書架、収納棚を設置するとと
もに、準備室からメディアセンター内
の様子を視認できる設えとします。

特別教室・メディアスペース特別教室・メディアスペース
特別教室前はメディアスペース（MS）
と一体的に利用できるオープンな構
成とします。

技術・図工・美術室技術・図工・美術室
テラス利用や外部にアクセスしやすい
位置に配置します。掲示・手洗い場、
収納棚 ・展示スペースなどを適切に
設置します。

一般教室一般教室
各教室はワークスペースを取
り囲むように教室を配置し、一
体利用できる構成とします。
ICT 対応を見据えて適切な
下地補強や黒板 ・白板の設
置を行います。

特別支援教室 2-4（前期）特別支援教室 2-4（前期）
インクルーシブ教育に対応した
位置に配置します。保健室に
隣接するとともに、各室には手
洗い場、ロッカーを適切に配置
します。また各室は直接テラス
と出入できる計画とします。

保健室 1保健室 1
多目的トイレに隣接し、
グラウンドからの緊急対
応を考慮した位置に配
置します。テラスは物
干しスペースとしても利
用可能です。

昇降口（5－9、職員、来客）昇降口（5－9、職員、来客）
昇降口はメインアプローチの
正面かつグラウンドにアクセス
しやすい位置に配置します。

事務室事務室
高学年昇降口、メイングラウ
ンドを見守る位置に配置しま
す。各種設備の整備と近接し
た大階段を利用して職員室と
連携します。

メメ

メディアセンターメディアセンター

多多

音音 地地

体体

体育館（大フロア・小フロア）体育館（大フロア・小フロア）

多目的フロア
・音楽室
多目的フロア
・音楽室

地域交流室地域交流室

空間構成のイメージ重ねづかいの例

学びの坂（メインアプローチ）学びの坂（メインアプローチ）

▼3FL▼3FL

▼2FL▼2FL

▼1FL▼1FL

グラウンド

職員室

昇降口昇降口

地域交流室地域交流室

1．  一般教室
2．  廊下（WS,SS,異学年ラウンジ）
3．  テラス
4．  特別支援教室
5．  図書室（メディアセンター）
6．  図書準備室（司書室）
7．  多目的フロア ･ 音楽室
8．  多目的フロア準備室 兼倉庫
9．  技術 ･ 図工 ・美術室
10．技術 ･ 図工 ･ 美術準備室
11．音楽室
12．音楽準備室
13．小メディアコーナー
14．メディアスペース
15．保健室
16．事務室
17．配膳室
18．更衣室
19．機械室
20．倉庫
21．トイレ
22．教育相談室
23．EV
24．昇降口

1．  一般教室
2．  廊下（WS,SS,異学年ラウンジ）
3．  テラス
4．  特別支援教室
5．  図書室（メディアセンター）
6．  図書準備室（司書室）
7．  多目的フロア ･ 音楽室
8．  多目的フロア準備室 兼倉庫
9．  技術 ･ 図工 ・美術室
10．技術 ･ 図工 ･ 美術準備室
11．音楽室
12．音楽準備室
13．小メディアコーナー
14．メディアスペース
15．保健室
16．事務室
17．配膳室
18．更衣室
19．機械室
20．倉庫
21．トイレ
22．教育相談室
23．EV
24．昇降口

：廊下

2階平面図
Scale=1/500(A3)

N

［教室種別凡例］
：一般教室・特別支援教室

：特別教室

：図書室・小メディアコーナー

：管理諸室・倉庫

：配膳室

：トイレ・更衣室

：階段・スロープ

「4-3-2」のまとまりと９年間のつながり「4-3-2」のまとまりと９年間のつながり

各階平面図 - 2 階

平面計画

学校の中心をつくる明解なゾーニング
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主体的・創造的な学びを育む居場所づくり
フレキシブルに活用するメディアスペース（MS）
・各特別教室に隣接して、教科メディアスペース（MS）を配置します。特別教室との一体利用・
ガラスパーティションの仕切による教室利用・展示利用等、運用形態や将来の人数に応じて
臨機応変に可変する空間と設えを整備します。

・MSは日常生活の動線上に配置することで各教科への関心を高め、主体的な学びを促します。

理科室理科室
実験や観察が行えるテラスに面した位
置に配置します。階段を経由して「三本
杉の庭」の利用も可能です。実験台 ・
掲示 ・ 手洗い場、収納棚 ・ 展示スペー
スなどを適切に設置します。

理科準備室理科準備室
実 験 器 具 ・ 大 型 器
具の収納、実験台な
どの設置に配慮し、十
分なスペースを確保
します。

特別支援教室 5-7（後期）特別支援教室 5-7（後期）
インクルーシブ教育に対応した位
置に配置します。保健室に隣接
するとともに、各室には手洗い
場、ロッカーを適切に配置しま
す。また 3 室はテラスと出入でき
る計画とします。

会議室会議室
遮音性のある移動間仕切を設置
し、大人数や少人数に柔軟に対
応できる計画とします。前面には
ホワイトボードを設置し、プロジェク
ターなどにも対応できる設えとし
ます。

手洗い・履き替えコーナー
体育館出入口に近接して広いス
ペースと手洗い場を設置します。

多目的WC
多目的更衣室
保健室 ・ 体育館に
隣接してトイレなどを
まとめて配置します。

職員室職員室
メイングラウンド ・ メインアプロー
チ（学びの坂）への見通しに配慮
した 3 階に配置とします。十分な
広さを確保し、近接して教材庫、
印刷室、放送コーナーなどを設
けます。

校長室
メインアプローチへの見通しの良
く、職員室からも直接出入できる
位置に配置します。

職員更衣室・職員トイレ
職員室に近接してまとめて配置
します。更衣スペースと休憩ス
ペースはカーテン等で仕切ること
ができる設えとします。

共用部（廊下 ,WS,SS, 異学年ラウンジ）共用部（廊下 ,WS,SS, 異学年ラウンジ）
廊下には、児童 ・ 生徒のコミュニケーション
の場となるようにベンチ や可動家具、掲示
板、書棚を適宜設ける計画とします。

保健室 2保健室 2
体育館からの利用と多目的トイレ
に近接した位置に配置します。

特別教室・メディアスペース特別教室・メディアスペース
特別教室前はメディアスペース（MS）と一体
的に利用できるオープンな構成とします。

体育館小フロア体育館小フロア
体育館（大 ・ 小）は校舎中央にまとめて
配置します。隣接した大階段により、グ
ラウンドへの往来にも配慮します。バス
ケットコート一面を確保、大型ミラーの設
置など、適切な設えを計画します。
収納庫は大フロア ・ 小フロアどちらからも
利用しやすい計画とします。

体育館大フロア体育館大フロア
体育館（大 ・ 小）は校舎中央にまとめて
配置します。北側には外部とつなが明る
いステージを計画します。
地域開放 ・ 夜間開放 ・ 災害時を考慮
して南側にも出入口を設置します。バス
ケットコート二面分の広さを確保するとと
もに、南側諸室上部のキャットウォーク
は、観覧を想定した十分なスペースを
確保します。

主体的な学びを促すフレキシブルなメディアスペース主体的な学びを促すフレキシブルなメディアスペース

各階平面図 - 3 階

平面計画
1． 一般教室
2．  廊下（WS,SS,異学年ラウンジ）
3．  テラス
4．  特別支援教室
5．  理科室
6．  理科準備室
7．  多目的用途室
8．  メディアスペース
9．  校長室
10．印刷室
11．職員室
12．会議室
13．教材室
14．保健室
15．児童・生徒会室
16．更衣室
17．体育館（小フロア）
18．体育館（大フロア）
19．器具庫
20．部室
21．倉庫
22．トイレ
23．EV
24．配膳室

1． 一般教室
2．  廊下（WS,SS,異学年ラウンジ）
3．  テラス
4．  特別支援教室
5．  理科室
6．  理科準備室
7．  多目的用途室
8．  メディアスペース
9．  校長室
10．印刷室
11．職員室
12．会議室
13．教材室
14．保健室
15．児童・生徒会室
16．更衣室
17．体育館（小フロア）
18．体育館（大フロア）
19．器具庫
20．部室
21．倉庫
22．トイレ
23．EV
24．配膳室

：廊下

3階平面図
Scale=1/500(A3)

N

［教室種別凡例］
：一般教室・特別支援教室

：特別教室・体育館

：図書室・小メディアコーナー

：管理諸室・倉庫

：配膳室

：トイレ・更衣室

：階段・スロープ
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LED

敷地環境を最大限活かしつつ、9 年間のつながりを大切にする空間づくり
多度の豊かな地形や自然を活かした断面計画

多彩な共用空間を中心に各室を展開する明解な断面構成 将来を見据えたモードチェンジする学年ユニット

児童･生徒に安全な教育環境を提供し、多様な学習形態にも対応できる施設構成

学びの坂（メインアプローチ）学びの坂（メインアプローチ）

▼3FL▼3FL

▼2FL▼2FL

▼1FL▼1FL

グラウンド

職員室

昇降口昇降口

地域交流室地域交流室 高低差を
活かしつつも

バリアフリーを徹底 

高低差を
活かしつつも

バリアフリーを徹底 

環境断面イメージ

学びの坂学びの坂
おはよう～！おはよう～！

●建物ボリュームを低層かつ、分節化し、周辺環境に対して圧
迫感の軽減、高低差のある地形に馴染む景観形成を行います。

●「学びの坂」の動線上には、子どもたちの遊び場や広場、地域
交流室、メディアセンターを配置することで、豊かな学びの
展開と交流を促します。

●自然の力を最大限活用しながらも過剰な設備は導入せず、シ
ンプルかつスマートな取り組みで快適な環境を追求します。

●メインの昇降口は校舎の中心となる位置であり、グラウン
ドにアクセスしやすい 2 階に配置します。昇降口が 2 階に
あることで、1 階からも 3 階からも移動しやすい計画です。

●管理諸室はレベル差のある敷地全体を見渡す 3 階中央に配
置します。職員室から各階には中央の大階段を利用するわ
かりやすい構成です。

●各昇降口には事務室等を配置し、北側に配膳を設けること
で敷地全体に大人の目が行き渡る計画とします。

●学年構成は運用に応じて「４-３-２ 制」にも「６-３制」に
も柔軟に対応できる計画とします。

●１学年２クラスの際には２、３階に全学年を配置可能です。
将来、地域交流エリアとして 1 階全体を地域に開放する
ゾーニングも可能になります。

●中央のメディアストリートに面して、普通教室は南側東側
向き、特別教室・体育館は西側から北側に掛けてまとめて
配置した明解な断面構成です。メディアストリートを通し
て学びが学校全体に広がっていく計画とします。

5

管理9 8

7 6 4 3
2 1地域

昇 3
管理9 8 7

6 5 4 2 １ 多

地域

昇

高低差を活かし、大人の目が行き渡る各諸室の配置

断面計画 9



（仮称） 桑名市立多度地区小中一貫校整備事業　基本設計書

09. 各種計画

パッシブの手法の検討

アクティブの手法の検討

窓の外に庇を効果的に設けることにより、 日射

をコントロールし室内の熱負荷を削減する。

１ 庇による日射コントロール

白熱灯や蛍光灯などの従来光源に比べて長寿命かつ省エネな LED 器具を

採用し、ライフサイクルコストの低減を図る。

5 LED照明

屋根部分は外断熱、外壁は内断熱を行い、開口部には気密サッシ、複層ガ

ラスを使用することで空調負荷の低減を図る。

4 建物の高断熱・高気密化

設備機器、器具は省エネルギー性の優れたものを採用し、ランニングコスト

を削減する。

6 高効率設備機器の採用

廊下に開口を設けることで自然通風と自然採光

を実現し、自然エネルギーの有効利用を図る。

2 自然通風・自然採光

骨材や外装材、タイル、床材などの仕上材にで

きる限り再生品や自然素材を使用し、省資源化

を図る。

3 エコ素材の使用

トイレの天井に人感センサーを設置して照明の点灯 ・消灯を行うことで消し

忘れ等を防止し、電力消費量を低減しランニングコストを削減する。

8 人感センサーによる照明点滅

洗浄に必要な水量の少ない便器や自動センサー式の水栓を採用して、 節

水を図りランニングコストを削減する。

7 節水型の衛生器具

天井に昼光センサーを設置して、室内の明るさを感知することで照明器具の

明るさを調整し、電力消費量を低減しランニングコストを削減する。

9 照明の調光コントロール

基本方針 - 運営しやすい施設づくりと維持管理費の削減 -　　　　　　　　　　　　　　具体的な手法の検討

パッシブ技術を用い、維持管理しやすい効率的な空調システム

■  屋根、壁、１階床下の断熱性を高め
るとともに、建具の複層ガラス化に
より、建物全体の断熱性能を高め、
空調負荷を低減します。

■  雁行した建物形状は、中間期におけ
る南からの涼風を建物内部へ取り
込みやすく、自然通風を促します。
共用部を通って風が抜けることで、
冷房負荷を低減します。

■  空調システムの適用範囲は常時利
用が想定される教室や管理諸室の
みとし、共用部は各室の排気熱をカ
スケード利用した換気システムに
よる空気調和を図ります

■  校舎全体に張り巡らされた廊下及
びスモールスペースの上部に設備
配管ルートを集約することで、機器
の点検や更新などがしやすい計画
とします。

■  設備ルートには梁部材を極力無く
し、設備配管の梁貫通を最小限とす
る経済的な計画とします。

長寿命な仕上材、設備機器、汎用機器の採用

■  長寿命かつ長期にわたり容易にメンテナンスできる製品、外装材、内装材を
選定し、汎用性の高い建築材料や熱源、空調機等を採用することで、ライフサ
イクルコストを削減します。

4CR4CR 4CR4CR

4CR4CR

3CR3CR 3CR3CR

3CR3CR

整形と雁行形状の風圧比較

多度の恵みを活かした自然通風のシミュレーション

梁貫通を抑えた設備ルートの確保

共用部：カスケードによる換気 断面イメージ

環境配慮計画

環境配慮計画
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